
。 

「福祉のまち推進事業」を省略して、通称「福まち」と呼んでいます。 

福まちでは、町内会、福祉推進員、民生委員・児童委員及び各関係機関と協力して、

見守り・安否確認、交流活動、研修活動などを行っています。 

これらの中には、町内会の回覧板でお知らせしているものがありますので、ぜひ興味

のある活動に参加してみてください。 

●やまはな ハツラツ健康教室（令和元年1０月５日）         

新しくなった山鼻会館を会場に、日頃か

らの健康づくり等を目的として健康教室が

開催され、地域の子どもから大人まで、約

３０人が参加しました。 

参加の皆さんは、ラジオ体操で軽く身体

をほぐした後、社会福祉協議会の訪問・見

守りのイメージキャラクター「まもりん」

が見守る中、「サッポロスマイル体操」で椅

子に座ったまま筋力アップや脳トレにチャレンジ。 

途中からは山鼻児童会館の子どもたちも加わって、新ゲーム「会長さんお絵描きです

よ」で大いに盛り上がりました。このゲームは、山鼻地区社会福祉協議会の役員の皆さ

んなどが描く絵の題目を当てるというもの。大人も子どもも描かれていく絵を真剣に見

つめては、次々と解答の手を上げていました。時には珍答もありましたが、正解には会

場の皆さんから温かな拍手が送られ、世代を超えた活発な交流が行われました。 

後半は、体組成や全身反応、足指力等の測定やロコモ度テストなどを通して、現在の

健康状態を確認。測定記録などを見つめ、改めて毎日の健康づくりの大切さを認識して

いました。 

事業に御協力くださいました福祉推進員の皆さん、その他関係機関の皆さんに厚くお

礼申し上げます。 

「福まち」の行事を紹介します

山鼻福まちだより 
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令和２年１月１日 

編集者 情報部長 

 永喜多 宗雄 



●福祉推進員等研修会（令和元年1１月 1８日、２５日）         

山鼻地区各町内会の福祉推進員や民生委員・

児童委員など約７０人が参加し、ブロックごと

に２日間に分かれて研修会が行われました。 

平成３０年の「福まちパワーアップ研修」で

は、胆振東部地震の経験を通して、多くの方が

災害時における地域の人とのつながりの重要性

や課題を認識されていることがわかりました。

それから約１年が過ぎた今回の研修は、その後

災害時の地域の取り組みに変化があったのかなどをテーマに開催しました。 

初めに、札幌市危機管理対策室危機管理対策課の長谷川課長から、「災害・危機に備え

て」と題して、ハザードマップの見方や避難場所の確認、日ごろの備蓄の仕方など、各

自が日ごろから取り組める備えについて講話をいただきました。 

続いて、各グループに分かれ、各町内会での防災の取り組みや日常的なつながり・支

え合いの変化と今後の課題などについて意見交換を行いました。その後、各グループの

代表者が発表を行い、参加者全員で災害時の地域の人とのつながりの重要性と課題につ

いて再認識していました。 

山鼻地区にお一人でお住いになられている７５歳以上の方々

を対象に、民生委員や福祉推進員の皆さんが、粗品等をお渡し

しながらお宅を訪問し、生活状況に変わりがないかなどの見守

りをしています。 

 今年度の対象者数は、延べで２千人を超えました。 

 見守り訪問にご協力いただきました多くの方々に、この場を

お借りして感謝を申し上げます。 

 なお、この事業は赤い羽根共同募金の助成金を受けて実施

されており、みなさまからの募金が役立てられています。 

●見守り・訪問活動（夏と冬の年２回）                 

訪問・見守りのイメージ
キャラクター「まもりん」



９月２７日(金)、札幌市赤十字奉仕団山鼻分団から山鼻地区

社会福祉協議会に対して、２万円のご寄付をいただきました。 

これは、先に山鼻会館で行われた日赤バザーでの収益金の一

部を山鼻地区社会福祉協議会の活動に役立ててほしいとしてい

ただいたものです。 

このたびバザー等にご尽力くださいました皆さん、大変あり

がとうございました。 

◆住民の立場でまちの福祉を担うボランティアです！ 

民生委員・児童委員は、法律により厚生労働大臣から委嘱

された無報酬のボランティアです。全国共通の制度として、

全国どこのまちでも活動しています。（全国に約２３万人） 

◆こんな活動をしています！ 

民生委員・児童委員は、担当する地域に暮らす身近な相談

相手として、地域住民からの心配事や困りごと、医療や介護、

子育ての不安などの相談に応じています。そしてその課題が

解決できるよう、必要な支援への「つなぎ役」になります。 

また、地域の見守り役として、定期的な訪問などを通じて、高齢者や障がい者世帯、

子どもたちの見守りを行っています。 

子どもや子育てに関する支援を専門に担当する民生委員（主任児童委員）も活動して

います。 

赤い羽根共同募金へのご協力に感謝いたします！ 
令和元年度の赤い羽根共同募金運動が10月から12月にかけて行われました。

 山鼻地区では、各町内会や住民の皆さんからのご寄付のほか、町内会連合会女

性部や民生委員・児童委員の皆さんなどが街頭運動に参加され、広く協力を呼び

かけました。 

 本年度の山鼻地区における共同募金総額は、約18２万円となり、札幌市中央区

共同募金委員会に送られました。このお金は、高齢者や障がいをお持ちの方、子

供たちに向けた地域の福祉活動を支援するために役立てられます。 

 募金運動にご協力くださいました皆様に厚く御礼申し上げます。 

★ ご存じですか？   民生委員・児童委員 
～民生委員・児童委員は、身近な地域の相談役です～ 



今年度は、民生委員・児童委員の改選期に当たり、令和元年 12 月２日に委嘱状伝達

式が中央区民センターで行われ、山鼻地区では51名の方が委員に委嘱されました。 

12月１日以降の民生委員・児童委員は次の方々です。 

町内会 氏　名 町内会 氏　名

西 崎 潔 梶 田 幸 子

反 橋 美 和 藤 川 幸 憲

齋 藤 良 雄 第 11 町 内 会 森久保 彌壽子

朽 木 町 子 桐 澤 比 無子

水 島 幸 雄 松 浦 幸 江

富 田 克 己 浅 野 惠 子

皆上 さ ゆり 酒 井 哲 夫

伊 藤 元 良 渡 辺 和 哉

酒 井 一 彦 嶋 田 真 由美

齋藤 美 保子 奥 山 弘

日 野 智 子 吉 田 信 子

武 越 千 春

町内会 氏　名 町内会 氏　名

田 中 隆 吉 田 純 子

光 成 敏 子 小 室 聖 子

第 ８ 町 内 会 酒 井 聡 子 中 井 絹 子

佐 藤 潤 子 中 島 か すみ

畠山 恵 美子 家 本 義 寛

第 13 東 町 内 会 西 谷 き み子 返 町 賢 治

小 野 榮 子 髙 田 美 樹子

所 伸 一 こ ぶ し 町 内 会 大 庭 英 輝

高 野 謙 一 サンタウン自治会 髙 橋 み ゆき

本 間 悦 子 小 園 惠 子

松 田 浩 美

井 川 由 紀子

篠 原 伸 子

宮 崎 晋 一

日 の 出 町 内 会

第 13 西 町 内 会

第 12 町 内 会第 ３ 町 内 会

第 14 西 町 内 会

第 18 町 内 会

（山鼻地区第１ブロック）

（山鼻地区第２ブロック）

第 ２ 町 内 会

第 10 町 内 会

第４加志和町内会

（主任児童委員）

（山鼻地区第３ブロック）

新 井 田 寛

藏 聖 子

下 出 知 浪

第 １ 町 内 会

（山鼻地区第４ブロック）

第 15 町 内 会

第 ９ 町 内 会

幌 南 町 内 会

第 ６ 町 内 会

鹿 苑 町 内 会

幌 南 山 麓 会

第 ７ 町 内 会

第 14 東 町 内 会

今年度初めての「福まちだより」をお届けします。今年は、雪が少なく、数日おきで寒暖

差が大きい気候が続いています。例年より早く、インフルエンザも流行り始めたようです。

まだまだ寒い冬は続きます。皆さま、どうかお身体に気をつけてお過ごしください。

編集 

後記 

● 民生委員・児童委員の皆さんをご紹介します ● 
                                  （令和元年１２月１日現在） 

民生委員・児童委員が改選になりました


